
東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

不適合情報

NO. 号機等 不　適　合　事　象 発　見　日 備　　考

1 １号機
放射性廃棄物処理設備の照明分電盤点検において、コンセント照明電源（１回路）に、絶
縁抵抗測定値の管理値逸脱を確認した。当該回路の使用を停止。当該事象の原因を調
査し修理。

2026/10/23

2 １号機

循環水ポンプ建屋天井クレーンでの資機材移動作業において、補巻電動機付近から白
煙の発生を確認した。直ちに補巻電動機を停止し作業を中断。調査の結果、火災ではな
く補巻電動機ブレーキの発熱・固着により発煙したものと推定。当該電動機ブレーキを修
理。

2026/10/26

3 １号機
残留熱除去冷却中間ループ系補給水タンク水位計点検において、計器精度の逸脱を確
認した。当該水位計を校正済み。

2026/10/27

4 １号機
ストームドレン処理系放出カナル（汚染のない水の放出系統）流量調整弁点検におい
て、流量調整弁が全開できないことを確認した。当該弁を点検・修理。

2026/10/26

5 １号機
海水熱交換器建屋１階（非管理区域）海水供給ポンプ（A）入口扉ハンドルレバーの閉
ロック位置での固定不良、および扉が床面に接触し自動閉しないことを確認した。当該扉
を修理。なお、手動での閉止は可能なため、防火扉としての機能に影響なし。

2026/10/28

6 １号機
原子炉建屋地下１階（非管理区域）高圧炉心スプレイ系非常用ディーゼル発電機室入口
扉のラッチボルトが扉枠に接触し、自動閉しないことを確認した。当該扉を修理。なお、手
動での閉止は可能なため、防火扉としての機能に影響なし。

2026/10/28

7 １号機
荒浜側洗濯設備建屋１階（管理区域）西側連絡通路扉が扉枠パッキンに接触し、自動閉
しないことを確認した。当該事象の原因を調査し扉を修理。なお、手動での閉止は可能な
ため、防火扉としての機能に影響なし。

2026/10/28

8 ２号機
荒浜側雑固体廃棄物焼却設備建屋１階（管理区域）南西側階段室扉のラッチボルトが扉
枠に接触し、自動閉しないことを確認した。当該扉を修理。なお、手動での閉止は可能な
ため、防火扉としての機能に影響なし。

2026/10/28

9 ３号機
取水口除塵装置用門型クレーン東西方向移動制限スイッチ固定金具が、腐食により脱
落していることを確認した。当該固定金具を修理。

2026/10/14

10 ３号機
取水口除塵装置用門型クレーン走行装置のカバーが、腐食により脱落していることを確
認した。応急処置として仮蓋を設置済み。当該カバーを修理。

2026/10/06

11 ３号機
工具センター計測器の校正において、振動計の計器精度が逸脱していることを確認し
た。振動計の使用を禁止。当該振動計での測定記録の妥当性を評価。

2026/10/22

12 ５号機
工具センター計測器の校正において、照度計の計器精度が逸脱していることを確認し
た。照度計の使用を禁止。当該照度計での測定記録の妥当性を評価。

2026/10/22

４．Non-CAQ    １３件

３．CAQ低    ０件

◆ 「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、発電所の設備や業務の
安全性および信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

不適合（CAQ影響度判定）については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pdf/image1.pdf

２０２６年１１月５日（木）にパフォーマンス向上会議で確認した不適合事象は、下記のとおりです。
なお、パフォーマンス向上会議で確認した事象の内容から、確認時点で想定する対応（点検、修理、調査等）などを付記しております。

１．CAQ高    ０件

２．CAQ中    ０件



NO. 号機等 不　適　合　事　象 発　見　日 備　　考

13 その他

安全対策工事の非破壊検査（放射線透過試験）に使用した線源（イリジウム）の構外持
ち出しにおいて、検査用線源の持ち込み・持ち出し手続きを定めた社内ガイドの持出届
が提出されていなかったことを確認した。当該持出届を速やかに提出させ処理済み。な
お、発電所構外の輸送に必要な手続きは適切に行われていることを確認済み。

2026/11/02


